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・
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節
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懐
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秋
の
露
天
風
呂

　
弘
法
大
師
が
発
見
し
た
と

い
う
逸
話
が
あ
り
、
１
千
年

に
も
及
ぶ
長
い
間
、
湯
治
場

と
し
て
栄
え
て
き
た
あ
つ
み

温
泉
。
切
り
傷
、
神
経
痛
、

リ
ウ
マ
チ
、
婦
人
病
な
ど
に

効
能
が
あ
る
。
萬
国
屋
（
植

田
正
男
社
長
）
は
、
心
も
体

も
癒
や
さ
れ
る
こ
の
温
泉
を

思
う
存
分
楽
し
め
る
宿
だ
。

　
大
浴
場
は
、
大
き
な
窓
か

ら
の
景
色
と
源
泉
掛
け
流
し

の
温
泉
が
特
徴
の
「
桃
源
山

水
」
、
ミ
ク
ロ
の
気
泡
に
よ

る
刺
激
が
心
地
よ
い
シ
ル
ク

バ
ス
「
楽
山
」
、
広
々
と
し

た
「
楽
水
」
の
３
種
を
そ
ろ

え
る
。
野
趣
あ
ふ
れ
る
庭
園

大
露
天
風
呂
「
桃
里
の
湯
」

は
、
季
節
の
香
り
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
源
泉

掛
け
流
し
の
湯

に
つ
か
る
と
い

う
ぜ
い
た
く
さ

だ
。
い
ず
れ
も

時
間
帯
で
の
男

女
入
れ
替
え

制
。
「
時
間
を

ず
ら
し
て
入
れ

ば
、
趣
の
異
な

る
全
て
の
風
呂

を
満
喫
で
き

る
」
と
大
滝
春

一
総
支
配
人
。

　
源
泉
掛
け
流

し
の
二
つ
の
貸

し
切
り
風
呂
は
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
時
を
大
切
に
す
る
家

族
や
カ
ッ
プ
ル
に
人
気
だ
。

　
▽
萬
国
屋
は
山
形
県
鶴
岡

市
湯
温
海
丁
１
。
☎
０
２
３

５（
４
３
）３
３
３
３
。htt

p://www.bankokuya.jp/

大
浴
場
「
瀧
の
湯
」

　
福
島
県
土
湯
温
泉
の
山
水

荘
（
渡
邉
和
裕
社
長
）
は
、

荒
川
と
二
段
の
滝
を
眺
め
る

展
望
大
浴
場
や
野
湯
「
太
子

の
湯
」
、
５
カ
所
の
貸
し
切

り
風
呂
を
持
つ
温
泉
三
昧
の

宿
で
、
宿
泊
客
の
心
と
体
を

癒
や
す
。

　
６
階
の
展
望
大
浴
場
「
瀧

の
湯
」
か
ら
は
、
荒
川
と
そ

れ
を
取
り
巻
く
雄
大
な
景
勝

を
大
パ
ノ
ラ
マ
で
、
湯
船
に

浸
か
り
な
が
ら
存
分
に
味
わ

え
る
。

　
も
う
一
つ
の
展
望
大
浴
場

「
淵
の
湯
」
は
旅
館
で
は
珍

し
い
２
階
建
て
の
造
り
に
な

っ
て
お
り
、
浅
湯
、
深
湯
の

さ
ま
ざ
ま
な
湯
船
を
楽
し
め

る
。

　
３
階
に
は
同

温
泉
に
伝
説
が

残
る
聖
徳
太
子

の
名
を
冠
し
た

露
天
風
呂
、
太

子
の
湯
が
あ

る
。
荒
川
二
段

の
滝
が
圧
倒
的

な
水
量
で
流
れ

落
ち
る
様
は
ま

さ
に
絶
景
。
今

で
は
珍
し
い
男

女
混
浴
制
を
と

っ
て
い
る
が
、

女
性
専
用
の
時

間
（
午
後
７
～


時
）
も
設
け
て
い
る
。

　
▽
風
望
天
流
　
太
子
の
湯

山
水
荘
は
福
島
県
福
島
市
土

湯
温
泉
町
字
油
畑

。
☎
０

２
４（
５
９
５
）２
１
４
１
。

http://www.sansuiso.jp/

秋の湯小屋「玉子湯」

　
古
く
か
ら
奥
州
三
高
湯
に

数
え
ら
れ
る
、
福
島
県
高
湯

温
泉
。
そ
れ
を
代
表
す
る
の

が
旅
館
玉
子
湯
（
後
藤
省
一

社
長
）
だ
。
多
量
に
湧
き
出

す
乳
白
色
の
お
湯
は
、加
水
、

加
温
を
行
わ
な
い
源
泉
か
け

流
し
の
硫
黄
泉
。

　
東
北
屈
指
の
薬
湯
と
し
て

も
名
高
く
、
神
経
痛
を
は
じ

め
諸
病
に
悩
む
人
々
を
癒
や

し
て
き
た
。
こ
の
お
湯
に
入

る
と
、
肌
が
玉
子
の
よ
う
に

滑
ら
か
に
な
る
こ
と
と
、
温

泉
の
に
お
い
が
ゆ
で
玉
子
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
の
名

が
付
け
ら
れ
た
。

　
広
々
と
し
た
庭
園
を
そ
ぞ

ろ
歩
く
と
、
趣
の
あ
る
茅
葺

き
の
湯
小
屋
「
玉
子
湯
」
が

１
５
０
年
前
の
創
業
当
時
と

変
わ
ら
ぬ
姿
で
湯
浴
み
客
を

迎
え
る
。
湯
小
屋
か
ら
さ
ら

に
歩
く
と
、
女
性
専
用
の
露

天
風
呂
、
二
つ
の
野
天
岩
風

呂
、
足
湯
が
点
在
す
る
。
春

か
ら
夏
は
輝
く
緑
、
秋
は
紅

葉
、
冬
は
降
り
積
も
る
雪
を

楽
し
み
な
が
ら
思
う
存
分
、

湯
め
ぐ
り
を
楽
し
み
た
い
。

　
▽
旅
館
玉
子
湯
は
福
島
県

福
島
市
町
庭
坂
字
高
湯
７
。

☎
０
２
４
（
５
９
１
）
１
１

７
１
。http://www.tamagoy

u.net/

春
か
ら
夏
の
水
月
園

　
福
島
県
磐
梯
熱
海
温
泉
の

「
四
季
彩
一
力
」
（
小
口
憲

太
朗
社
長
）
は
創
業
大
正
７

年
、
お
よ
そ
１
０
０
年
の
歴

史
を
持
つ
老
舗
旅
館
だ
。
約

２
千
坪
の
日
本
庭
園
「
水
月

園
」
は
園
内
が
美
し
く
整
備

さ
れ
、春
夏
秋
冬
、四
季
折
々

に
違
っ
た
表
情
を
見
せ
る
。

猪
苗
代
湖
か
ら
流
れ
る
五
百

川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
庭
園
の
池

に
回
流
。
古
木
や
草
木
が
息

づ
く
庭
の
散
策
は
、
昭
和
天

皇
が
行
幸
の
際
も
か
な
り
の

時
間
を
費
や
し
た
と
い
う
。

　
全

室
の
客
室
全
て
か
ら

庭
園
を
一
望
す
る
。
庭
の
中

央
に
は
宿
で
最
高
の
眺
め
を

誇
る
貴
賓
室
も
備
え
て
い

る
。

　
温
泉
は
二
つ

の
源
泉
の
統
合

泉
を
男
女
二
つ

の
大
浴
場
と
、

そ
れ
ぞ
れ
に
併

設
さ
れ
た
庭
園

露
天
風
呂
に
引

く
。
源
泉
１
０

０
％
掛
け
流

し
、
泉
温

度

の
「
ぬ
る
湯
」

は
美
人
の
湯
と

人
気
だ
。

　
料
理
は
「
全

技
連
マ
イ
ス
タ

ー
」
の
認
定
経

験
も
あ
る
料
理
長
が
作
り
出

す
和
食
膳
が
人
気
。

　
▽
四
季
彩
一
力
は
福
島
県

郡
山
市
熱
海
町
熱
海
４
の
１

６
１
。☎
０
２
４（
９
８
４
）

２
１
１
５
。http://www.ichi

riki.com/

川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
心
地
よ
い

鶯
宿
の
外
観

　
秀
峰
岩
手
山
が
望
め
る
岩

手
県
・
鶯
宿
温
泉
の
ホ
テ
ル

森
の
風
鶯
宿
（
鈴
木
直
一
社

長
）
。
や
さ
し
い
ぬ
く
も
り

の
あ
る
温
泉
、
地
元
な
ら
で

は
の
食
材
を
使
っ
て
提
供
す

る
料
理
な
ど
、
館
内
で
の
楽

し
み
方
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

ひ
と
き
わ
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

て
い
る
の
が
、
「
フ
ラ
ワ
ー

＆
ガ
ー
デ
ン
森
の
風
」
だ
。

　
同
施
設
は
昨
年
７
月

日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
世
界
的

な
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
で
あ
る
石
原
和
幸
氏

と
日
本
ハ
ウ
ス
Ｈ
Ｄ
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
日
本

最
大
級
の
本
格
的
な
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
庭
園
で
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
で
こ
れ
だ
け
の
ス
ケ
ー

ル
は
珍
し
い
。

　
約
２
万
３
千

平
方
㍍
の
園
内

に
は
メ
イ
ン
ガ

ー
デ
ン
「
森
の

渓
谷
」
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ

ー
デ
ン
「
森
の

丘
」
が
あ
る
。

森
の
渓
谷
に
は

花
と
緑
に
包
ま

れ
た
森
の
小

路
、
数
百
種
類

の
植
物
や
渓
谷

の
水
の
音
、
小

鳥
た
ち
の
鳴
き

声
に
よ
り
四
季
の
移
り
変
わ

り
を
五
感
で
感
じ
ら
れ
る
メ

イ
ン
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
が
あ

る
。

　
ま
た
、
森
の
丘
は
「
恋
人

の
聖
地
」
と
し
て
認
証
さ
れ

て
お
り
、
永
遠
の
愛
を
誓
う

ハ
ピ
ネ
ス
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

恋
愛
中
の
カ
ッ

プ
ル
な
ど
も
訪

れ
て
い
る
。

　
宿
泊
客
だ
け

で
な
く
、
誰
で

も
入
園
で
き

る
。
「
近
隣
・

遠
方
を
問
わ
ず

た
く
さ
ん
の
お

客
さ
ま
に
ご
来

場
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
っ
て
東

北
復
興
の
礎
の

一
つ
に
な
れ

ば
」
と
期
待
を

込
め
る
。

　
入
園
料
は
今

の
時
期
（
４
月

日
～
９
月

４
日
）で
中
学
生
以
上
千
円
、

小
学
生
５
０
０
円
。
日
帰
り

入
浴
と
ラ
ン
チ
、
入
園
券
セ

ッ
ト
も
あ
り
、
こ
ち
ら
は
２

７
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

午
後
５
時
か
ら
の
ガ
ー
デ
ン

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
必

見
。

万
球
の
電
飾
で
彩
ら

れ
る
夜
の
風
景
は
幻
想
的
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。
毎
週

土
曜
日
に
は
花
火
の
打
ち
上

げ
も
あ
る
。

　
７
月
に
は
ホ
テ
ル
森
の
風

４
施
設
が
第
９
回
「
キ
ッ
ズ

デ
ザ
イ
ン
賞
２
０
１
５
」
を

受
賞
。
森
の
風
グ
ル
ー
プ
の

体
験
企
画
や
施
設
が
高
く
評

価
さ
れ
た
。

　
▽
ホ
テ
ル
森
の
風
鶯
宿
は

岩
手
県
岩
手
郡
雫
石
町
鶯
宿


の

の
１
。
☎
０
１
９

（
６
９
５
）３
３
３
３
。htt

p://morinokaze.com/

ブ
ラ
ン
ド
牛
の
す
き
焼
き

彩
り

品

　
山
形
県
か
み
の
や
ま
温
泉

の
「
日
本
の
宿
　
古
窯
」

（
佐
藤
信
幸
社
長
）
は
、
み

ち
の
く
東
北
を
代
表
す
る
名

旅
館
の
一
つ
。

　
そ
の
名
前
は
、
敷
地
内
か

ら
発
掘
さ
れ
た
、
今
か
ら
約

１
３
０
０
年
前
の
奈
良
時
代

の
窯
跡
に
由
来
す
る
。
同
館

で
は
素
焼
の
皿
に
絵
付
け
を

し
て
も
ら
う
楽
焼
を
宿
泊
客

に
楽
し
ん
で
も
ら
う
ほ
か
、

館
内
の
回
廊
に
は
各
界
の
著

名
人
の
楽
焼
の
作
品
を
展

示
、
訪
れ
た
人
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
る
。
約
３
３
０
０

枚
の
中
か
ら
約
千
枚
を
展

示
。
石
原
裕
次
郎
、
美
空
ひ

ば
り
、
坂
本
九
、
岡
本
太
郎

と
、
昭
和
の
歴
史
を
彩
っ
た

人
々
の
作
品
は

ま
さ
に
古
窯
の

歴
史
そ
の
も

の
。
「
人
柄
や

思
想
、
哲
学
ま

で
う
か
が
え
る

１
枚
の
楽
焼

と
、
同
じ
宿
で

く
つ
ろ
ぐ
ひ
と

時
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
、
ゆ

っ
た
り
と
お
過

ご
し
い
た
だ
き

た
い
」
。

　
施
設
、料
理
、

サ
ー
ビ
ス
と
、
い
ず
れ
も
ハ

イ
レ
ベ
ル
に
あ
る
中
で
、
同

館
の
料
理
は
最
高
級
の
ブ
ラ

ン
ド
牛
、
契
約
農
家
か
ら
直

送
さ
れ
る
野
菜
な
ど
、
〝
土

の
香
り
の
す
る
〟
地
元
の
食

材
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

　
牛
肉
は
純
国
産
の
地
元
ブ

ラ
ン
ド
、
米
沢
牛
ま
た
は
山

形
牛
。
同
館
の

牛
肉
へ
の
こ
だ

わ
り
は
、
「
全

国
屈
指
の
牛
肉

を
、
最
高
に
お

い
し
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
食
べ
て

い
た
だ
き
た

い
」
と
、
昭
和


年
、
経
営
者

自
ら
が
市
場
に

出
向
き
、
最
高

ラ
ン
ク
の
Ａ
５

級
の
牛
を
一
頭

買
い
し
た
こ
と

に
始
ま
る
。
以

来
、
こ
の
手
法

は
今
に
受
け
継
が
れ
、
ス
テ

ー
キ
、
蒸
し
し
ゃ
ぶ
、
朴
葉

焼
き
と
、
全
て
の
部
位
に
合

わ
せ
た
料
理
献
立
を
考
案
。

要
望
に
合
わ
せ
て
宿
泊
客
に

提
供
し
て
い
る
。
古
窯
特
製

の
ご
ま
だ
れ
で
食
す
す
き
焼

き
は
、
特
に
賞
味
し
た
い
逸

品
だ
。

　
じ
ゅ
ん
さ
い
、
だ
だ
ち
ゃ

豆
、
蛍
い
か
と
、
そ
の
時
期

な
ら
で
は
の
厳
選
素
材

品

を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
盛
り

付
け
た
「
彩
り

品
」
は
、

食
べ
て
お
い
し
く
、
眺
め
て

も
楽
し
い
自
慢
の
懐
石
膳
。

　
雄
大
な
蔵
王
連
峰
を
望
む

展
望
露
天
風
呂
で
は
、
き
め

細
か
い
肌
を
つ
く
る
良
質
の

湯
を
楽
し
み
た
い
。

　
▽
日
本
の
宿
　
古
窯
は
山

形
県
上
山
市
葉
山
５
の

。

☎
０
２
３
（
６
７
２
）
５
４

５
４
。http://www.koyoga.c

om/

季節感を大切にした厳選懐石膳

日光観光に便利な立地

　
４
０
０
年
式
年
大
祭
で
賑

わ
う
日
光
東
照
宮
か
ら
歩
い

て

分
ほ
ど
の
距
離
に
位
置

す
る
栃
木
県
日
光
温
泉
の
日

光
千
姫
物
語
（
根
本
芳
彦
社

長
）
は
、
旬
の
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
っ
た
季
節
の
懐
石

料
理
「
千
姫
御
膳
」
が
評
判

の
宿
。
と
ち
ぎ
和
牛
や
名
産

品
の
日
光
湯
波
、
地
産
の
野

菜
な
ど
を
使
い
な
が
ら
季
節

感
を
大
切
に
し
た
献
立
作
り

を
心
が
け
て
い
る
。

　
千
姫
御
膳
は
和
食
と
フ
ラ

ン
ス
料
理
を
織
り
交
ぜ
た
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
懐
石
。
千
姫
御

膳
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ

た
「
厳
選
懐
石
膳
」
も
人
気

だ
。
料
理
の
質
は
そ
の
ま
ま

で
量
を
加
減
し
た
「
控
え
目

懐
石
」
、
美
と
健
康
を
気
遣

う
女
性
向
け
の
「
ヘ
ル
シ
ー

メ
ニ
ュ
ー
」
、

フ
レ
ン
チ
を
存

分
に
楽
し
み
た

い
宿
泊
客
の
た

め
に
「
フ
レ
ン

チ
コ
ー
ス
」
な

ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
豊
か
な
夕
食

を
提
供
し
て
い

る
。

　
朝
食
は
チ
ェ

ッ
ク
イ
ン
時
に

和
食
か
洋
食
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
昼
食
は
完
全
予
約

制
で
、
月
替
わ
り
懐
石
、
湯

波
懐
石
、
精
進
料
理
、
ビ
フ

テ
キ
御
膳
な
ど
を
そ
ろ
え

る
。
昼
食
と
入
浴
を
セ
ッ
ト

に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
同
館
の
も
う
一
つ
の
こ
だ

わ
り
は
浴
場
。
一
昨
年
に
男

性
浴
場
に
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
を

新
設
し
た
。
女
性
浴
場
に
は

肌
や
髪
に
潤
い
を
与
え
る
テ

レ
マ
ー
レ
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
や

美
容
効
果
の
高
い
シ
ル
キ
ー

バ
ス
を
備
え
て
い
る
。

　
６
月
か
ら
は
外
国
人
観
光

客
向
け
に
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
た
。
写
真
デ
ー
タ
入
り

Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
は
日
光
東
照
宮

特
製
の
印
籠
型
ケ
ー
ス
に
入

れ
て
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
訪
日
客
、

日
本
人
問
わ
ず
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
企
画
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
「
日
光
着
物
女
子
（
が

ー
る
）
そ
ぞ
ろ
歩
き
」
は
着

物
レ
ン
タ
ル
店
で
着
付
け
を

行
い
、
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
。
着
物
の
返
却
は

同
館
で
行
え
る
手
軽
さ
が
評

判
と
な
っ
て
い
る
。
ベ
ー
シ

ッ
ク
プ
ラ
ン
は
３
千
円
で
、

男
性
用
も
用
意
し
て
い
る
。

「
益
子
焼
き
絵
付
け
体
験
」

は

分
程
度
の
気
軽
な
絵
付

け
体
験
。
旅
の
思
い
出
に
利

用
す
る
人
も
多
い
。

　
▽
日
光
千
姫
物
語
は
栃
木

県
日
光
市
安
川
町
６
の

。
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
空
中
庭
園
露
天
風
呂

多
彩
な
料
理
が
並
ぶ
ブ
ッ
フ
ェ

　
創
業
１
３
０
年
の
歴
史
を

誇
る
栃
木
県
鬼
怒
川
温
泉
の

あ
さ
や（
八
木
澤
哲
男
社
長
）

は
、自
家
源
泉「
子
宝
の
湯
」

を
所
有
し
、
豊
富
な
湯
を
た

た
え
た
多
彩
な
風
呂
が
人
気

だ
。

　
湯
は
ア
ル
カ
リ
性
単
純
温

泉
で
肌
触
り
が
良
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
風
呂
が
、
吹
き
抜
け

ロ
ビ
ー
が
華
や
か
な
「
秀
峰

館
」
、
和
の
情
緒
が
漂
う

「
八
番
館
」
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。

　
秀
峰
館
の
屋
上
、
展
望
抜

群
の
空
中
庭
園
露
天
風
呂
は

川
面
か
ら
約

㍍
と
い
う
鬼

怒
川
で
最
も
高
い
場
所
に
位

置
す
る
。
４
月

日
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
鬼

怒
川
ラ
イ
ン
下
り
で
使
用
す

る
舟
の
浴
槽
に

加
え
、
山
々
を

眺
め
な
が
ら
入

浴
で
き
る
立
ち

湯
、
空
を
見
上

げ
る
寝
湯
を
新

設
、
９
種
の
湯

船
を
楽
し
め
る

よ
う
に
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、

秀
峰
館
に
男
性

用
大
浴
場
「
麻

の
湯
」
、
女
性

用
大
浴
場
「
紅

葉
の
湯
」
、
貸

切
風
呂
「
打
ち

出
の
小
槌
の
湯
」
が
あ
る
。

八
番
館
に
は
「
滝
の
湯
」
が

あ
り
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
大

浴
場
に
露
天
風
呂
、
座
湯
が

あ
る
。
女
性
客
に
は
ナ
ノ
ミ

ス
ト
サ
ウ
ナ
や
シ
ル
キ
ー
風

呂
が
お
す
す
め
。

　
客
室
数
は
１
９
２
室
。
シ

モ
ン
ズ
社
製
ベ
ッ
ド
を
配
し

た
禁
煙
ル
ー
ム

「
洋
室
ハ
リ
ウ

ッ
ド
タ
イ
プ
」


室
、
「
露
天

風
呂
付
き
客

室
」６
室
な
ど
、

好
み
で
選
べ
る

多
様
な
客
室
を

用
意
し
て
い

る
。

　
食
事
は
ブ
ッ

フ
ェ
が
人
気
。

旬
の
素
材
を
和

洋
中
１
０
０
種

類
以
上
の
料
理

で
提
供
。
オ
ー

プ
ン
キ
ッ
チ
ン
で
は
目
の
前

で
天
ぷ
ら
、
ス
テ
ー
キ
な
ど

を
調
理
す
る
。
デ
ザ
ー
ト
コ

ー
ナ
ー
も
充
実
。も
ち
ろ
ん
、

プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
部
屋
や
個

室
、
宴
会
場
で
の
和
食
膳
を

選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

　
昨
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
な

ど
が
味
わ
え
る
バ
ー
「
ザ
・

バ
ー
」
、
地
酒
や
焼
酎
が
楽

し
め
る
和
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気

の
居
酒
屋
「
き
ぬ
の
蔵
」
も

評
判
が
高
い
。

　
商
品
化
以
降
、
大
好
評
の

「
あ
さ
や
特
製
和
牛
カ
レ

ー
」
も
発
売
中
。
ブ
ッ
フ
ェ

で
は
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
味

わ
え
る
。

　
▽
あ
さ
や
は
栃
木
県
日
光

市
鬼
怒
川
温
泉
滝
８
１
３
。
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